別紙様式
平成２４年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産事業費　項：農業費　目：農業振興費
	事業名:朝市・直売所地産地消推進事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　農政部　農産物流通課　地産地消担当　電話番号：058-272-1111（内2855）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11444@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：1,145千円（前年度予算額：1,149千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　魅力ある直売所づくり、安全・安心な農産物の生産拡大等に向け、直売所に関わる経営者、店舗運営管理者、農産物生産者等資質向上を図るための対象別研修会を開催するなど、生産から直売所運営まで幅広く支援することで地産地消の拠点である朝市・直売所のさらなる活性化を図る。
（１）店づくり研修会の開催

　　　　　　・直売所経営者、店舗運営管理者、店舗従業員の資質向上を図る各階層別研修会、安

　　　　　　　全・安心で消費者ニーズに合った農産物生産を行うための生産者研修会、直売所で

の加工食品製造や飲食サービスの提供のノウハウを習得する加工・サービス研修会
など、魅力的な朝市・直売所づくりに向けた研修会を開催する。

（２）地産地消情報の収集発信
  　　　　　　　　　・県内の朝市・直売所や地産地消の取組情報をＷｅｂサイト等を活用し、広く
県民にＰＲする。
（３）担い手確保対策等地域朝市連合活動の促進
　　　・高齢化に伴い減少を続ける直売所生産者を確保するため、地域朝市連合に参加す

る直売所を選定し、定年帰農者や農村女性の参入につなげる生産者との交流会、

新規生産者向け栽培講習会・ほ場見学会などを行う地域朝市連合の取組みを支援。
	２　所要経費


（１）店づくり研修会の開催  （550千円）
（２）地産地消情報の収集発信　（121千円）
（３）担い手確保対策等地域朝市連合活動の促進　（474千円）
	 これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
　２　儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる

　　・農畜産物の地産地消を拡大する

	２　これまでの取組状況


　県では朝市連合を組織し、県内各地域で朝市連合を中心に、安心安全な農産物生産に向けた研修会等を開催し、生産支援を行うとともに、朝市直売所ＭＡＰを作成するなど、
県民への朝市直売所のＰＲを行ってきた。
　朝市・直売所の魅力アップと活性化を図るため、朝市・直売所づくりのノウハウを提言するアドバイザーの派遣を行ってきた。
	３　これまでの取組に対する評価


　県内には231箇所の朝市・直売所があり、総売上が108億円（H23年度農産物流通課調べ）と年々増加している。特に近年は、年間売上が１億円を超す直売所は27箇所あり、これらの直売所は、農業者にとっては地域内で効率的に現金収入を得る場であり、消費者にとっても新鮮な農産物等を購入できる場として重要な位置付けとなってきている。
	１月２０日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	1,149
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,149

	要求額
	1,145
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,145

	1月20日時点査定額
	1,145
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,145

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


